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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事

＜患者様連絡事項＞
①島川　貴仁様～自立支援医療の申請の為、本人へ印鑑と保険証を持ってきて頂きたい事お願いしています。印鑑は持っているとの事で、保険証は後日持ってくるとの事を医事チームには連絡しています。又、奥様に入院費用は9月から11月25日までで約30万円と伝えて下さい。支払の際は保険証を持参してきて欲しい事も伝えて下さい。

②駒木　洋士様～ソーシャルワーカーと話がしたいと話されていた為内容を確認すると「薬の配合が知りたい」と話されます。スタッフより薬事情報のこと説明しています。

③蛯名　英一様～明日11/24(木)10：00～心理検査あります。

④出河　攻　様～風邪症状(鼻汁・鼻閉)の訴えあり11/20(月)からＰＬ(総合感冒薬)が臨時処方されていました。症状継続して見られており、本人からの希望もある為ＰＬ(総合感冒薬)３Ｐ　3×ndE　３日分が継続処方となっています。今後もマスクの装着、手洗い、うがい等促していきましょう。他、ナパゲルン軟膏処方されています。

＜連絡事項＞

・栄養チーム～食事発注数に変更が出た場合は、スタッフが帰った後や準夜帯であれば日清へ連絡すればよいとの事です。（内線273内線292）

（先日、患者様が外泊中に急な事情で外泊予定日が延長される事があり食事発注数を間違ってしまいました。各スタッフは確認し合いながらミスのないようにして行きましょう。）

・薬局より～臨時薬の入った赤線の付いた袋は、薬局に戻すようお願いします。

（本日の皮膚科診察）

・佐々木みね様～（追加）帯状疱疹　　アズクロ・ガーゼ処置の指示

11/21(火)準夜帯にて、右背部・胸部に各３～４個の発疹あり｢痛痒い｣と話されます。診察にて帯状疱疹と診断さています。主治医には報告済みです。状態の観察、痛みの有無等確認していきましょう。

・田中　静子様～（新規）白癬　右第4趾間　　テラコートリル+アズクロ

白癬　両足　　ケルガー軟膏処置の指示

右第4趾間はただれていますので、軟膏処置の際は状態の観察お願いします。

＜安ヶ平Ｄｒ担当患者様NCP評価・検討＞

・佐藤　昌宏様～本日、主治医診察にて「措置を解決したい」と話されています。主治医からは“措置はまだ解除しないです”と話されると「あー」とのみ返事されています。退院後の生活について「退院して一人で暮らして、息子が帰ってくるのを待って一緒に暮らします。」と話され措置解除を訴えています。プログラムへの取り組み状況は、参加するが直ぐに戻ってくるといった事が時々見られます。11/21(水)「耳がゴーゴーする」等と訴え作業を断ってくる事あり、スタッフ促すと再び作業に参加しています。幻聴あるのかと問い掛けても本人からは返答はありません。意欲の低下も見られていますので、プログラムへ集中して取り組めるよう声掛け促しをして行きましょう。

・市川真紀子様～本人より主治医へ強い眠気の訴えあり11/15(水)就床就床前薬から定期薬が変薬となっていました。夜間の睡眠状況は不安定で、不眠や早朝覚醒が見られています。又、本日、主治医診察にて「薬いつまで飲むんですか？」「乳がんなので…薬減らして欲しい。」他、検査結果を気にする発言が聞かれています。診察では薬の調整はなく本人は冴えない表情をされています。プログラムへは取り組む事が出来ています。今後も睡眠状況・日中の過ごし方の観察をしていきましょう。

・八森　正　様～食事の際におかずの配膳はわざわざお盆の下側から選んで取ったり、何個かの器に手を付けて、選んだりする事で待たされて他患者様からも苦情がきています。周囲からも見ても行儀が悪いためレストランに付いたスタッフは声掛けして周囲とのトラブルのないようにして下さい。又、スタッフに対して怒りっぽく目つきを鋭くする事がありますので、本人の精神状態を観察しながら対応には十分気を付けていきましょう。

＜生活習慣改善プログラム報告＞

・清水　徹　様～スタッフ声掛けしていますが表情硬く「いがねー」と拒否されています。

次回の課題としては、継続した生活習慣改善プログラムの参加としています。

・平　勝利　様～問題点：糖尿病による食事（間食）コントロール

　　　　　　　　拒否なく集中して取り組んでいますが、自主的な発言は聞かれません。「間食をしていないから運動はしなくてもいい」と話し、スタッフが再度説明するも理解に欠ける様子伺えています。本人、理解するのに時間を要するので、わかりやすいようにゆっくりと説明する必要があります。また、継続して、自身の間食状況、糖尿病に対する興味を持って頂くように関わっていきましょう。

・中村　マス様～問題点：間食多く、食事摂取量が少ない。菓子購入量が多い。

　　　　　　　　参加中は、集中しメモを取る等し取り組んでいます。また、スタッフの説明もじっくりと聞くこと出来ています。間食に関しては「隠れて食べちゃう」と話しています。消費エネルギーのことを尋ねると「飴１個だとどのくらい動けば良いの？」とスタッフに質問しています。継続して食事摂取量と間食とのバランスを考えるよう指導していきましょう。

・出河　攻　様～問題点：体重増加

　　　　　　　　積極的に取り組まれており、スタッフの話も聞く事出来ています。「間食100kcal(クッキー２枚ぐらい)を消費するのにウォーキングを４０分行わないといけない」と話すと大きなため息をしています。今後も運動・間食摂取方法についてその都度説明をし、必要性等説明していきましょう。

・長谷川陽一様～問題点：間食多く、体重増加傾向

　　　　　　　　スタッフの問いかけに対し返答していますが、周りを見回したりテキストをめくってみたりとやや集中力に欠けている様子伺えています。消費エネルギーの話になると「私、３０分程体育館で運動してます」と自身の事を話しています。継続して体重増加のないよう運動の継続、間食量について声掛けしていきましょう。

・本多　富美様～スタッフより参加の声掛けしますが「でません」と話し拒否されています。１６時からのウォーキングは行っている為、今後も運動の継続、生活改善プログラム参加への促しをするとともに必要性について説明していきましょう。

・佐藤　節子様～スタッフより参加の声掛けしていますが、手を振り「でない、でない」拒否されています。今後も参加を促すとともに運動の取り組み状況や間食について観察しアドバイスや説明などしていきましょう。

●次回の生活改善プログラム実施日は12/19（火）となっています。

＜退院療養検討会議＞

庭田　智樹様の退院療養検討会議を行っています。

· 11/23(木)主治医に家族面談の設定と退院日の確認をする。

（御家族から、本人へどのように接してよいか分からなく今後について先生と話がしたいとの事）

・11/23(木)本人よりカウンセリングの希望有り(本人迷っている様子だが)主治医に確認する

· 11/24(金)退院予定、時間は未定。

· 12/8(金)11：00初外来予定。

· 今後は、外来通院と心理の盛田さんが紹介している断酒会に参加していく予定。

· 退院後お母様と暮らしますが、仕事が忙しい為一人になる時間も出てくると考えられる。肝硬変で治療が必要であり仕事もやりたい意欲があるが、本人の状態を考えると当面は自宅療養である。その為「（退院後）今後どうするの？」と言うようなことは尋ねないようにしていく。又、一日の過ごし方を考えていただく必要がある。

・盛田さん→殺意を抱いていた事を話したことは、スタッフの関わり方で本人の思っていることを引き出せたと評価ある。

・

